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【令和７年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 1 1

1後 1 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

－ 6 0 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 2 2 2 1前 2 1 3 3

1後 2 1 1 4 1後 2 1 1 4

1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1

1前・後 2 5

1前・後 2 2

1後 2 1

1前・後 2 1

2後 2 2

1前 2 1

1後 2 1

－ 4 10 0 3 2 4 0 0 4 － 4 20 0 3 3 4 0 0 12

2前 2 3 2前 2 3

2前・後 2 2 2前・後 2 3

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前・後 2 2 1前・後 2 2

1前 2 1

2後 2 1

1前 2 1

現代思想Ⅱ 2後 2 1

和の精神Ⅰ 1前 1 1

和の精神Ⅱ 1後 1 1

1前・後 2 1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 7 － 4 14 0 0 0 0 0 0 10

2前 2 1 2前 2 2

1前・後 2 1 1前・後 2 2

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1

1後 2 1

2後 2 1

現代社会と人権Ⅰ 1前・後 2 1

ジェンダーの社会学 1前 2 1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 6 － 0 14 0 0 0 0 0 0 8

1前・後 2 1

1後 2 2

2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 2 2前 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 3

1後 2 1 1前 2 1

1前 2 2

2前 2 1

ＡⅠ入門 2前 2 1

情報デザイン 1前 2 1

Webデザイン演習 1後 2 1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 7 － 0 16 0 0 0 0 0 0 6

1前 1 3 1前 1 5

1後 1 3 1後 1 6

1後 2 1 2後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 2

1前・後 2 1

2前・後 2 1 2前・後 2 2

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 10 － 0 14 0 0 0 0 0 0 15

基
礎
教
育
科
目

学
び
の
基
礎

共
通
教
育
科
目

こ
こ
ろ
と
思
想

社
会
と
文
化

情
報
と
自
然
科
学

健
康
と
福
祉

２　授業科目の概要

＜文学部　日本学科＞

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

大学基礎演習Ⅰ 教
養
教
育
科
目

学
び
の
基
礎

小論文作成法

情報処理演習Ⅰ 情
報
と
自
然
科
学

小計（8科目）

和の精神Ⅰ

日本のビジネスマナーと文書

和の精神Ⅱ

仏教概説

現代社会と人権

小論文作成法

日本のビジネスマナーと文書

日中翻訳の理論と実践 日中翻訳の理論と実践

小計（4科目）

コンピュータリテラシー

大学基礎演習Ⅰ

大学基礎演習Ⅱ 大学基礎演習Ⅱ

基礎文書作成

日本語リテラシー（応用）

数理入門Ⅰ

共通教育特殊講義

日本語リテラシー（基礎）

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ

数理入門Ⅱ

小計（7科目） 小計（12科目）

仏教実践演習 こ
こ
ろ
と
思
想

仏教実践演習

聖徳太子概説 聖徳太子概説

心理学Ⅰ

構造主義入門

仏教概説

小計（7科目） 小計（10科目）

心理学Ⅰ

心理学Ⅱ 心理学Ⅱ

哲学入門 哲学入門

現代思想入門

現代思想Ⅰ

現代日本の文化と社会

仏教文化入門

現代社会と仏教 社
会
と
文
化

現代社会と仏教

日本国憲法 日本国憲法

法学入門 法学入門

政治学 政治学

仏教芸術入門

小計（6科目） 小計（7科目）

情報処理演習Ⅱ

プログラミング

情報システム

先端技術

プログラミング演習

小計（8科目）

情報システム

データ収集分析 データ収集分析

生命の科学 生命の科学

環境の科学 環境の科学

スポーツⅠ 健
康
と
福
祉

スポーツⅠ

スポーツⅡ スポーツⅡ

体育講義 体育講義

社会福祉概論 社会福祉概論

社会福祉行政

レクリエーション論

手話コミュニケーション 手話コミュニケーション

小計（10科目） 小計（8科目）

児童福祉論 児童福祉論

老人福祉論 老人福祉論

障害者福祉 障害者福祉
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前 1 3 1前 1 4

1後 1 3 1後 1 4

2前 1 3

2後 1 3

2前 1 1

2後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 3 1前 1 3

1後 1 3 1後 1 3

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 3 1前 1 2

2後 1 3 1後 1 2

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

2前・後 2 2

－ 2 22 0 0 0 0 0 0 16 － 2 21 0 0 1 0 0 0 18

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

2前・後 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1 1

1前 2 6 1前 2 5

2前・後 2 1

産業・企業研究 2後 2 1

地域活性化実践演習Ⅰ 2前 2 3

地域活性化実践演習Ⅱ 2後 2 3

地域活性化実践演習Ⅲ 3後 2 1

地域歴史文化演習 2前 2 1 1

－ 2 14 0 1 0 1 0 0 12 － 2 16 0 1 0 0 0 0 10

1・2・3・4通 2 1

1・2・3・4通 2 1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 1

1前・後 1 1 1前・後 1 1

1前・後 1 1 1前・後 1 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1通 2 1 1前・後 2 1

1通 2 1 1前・後 2 1

1通 2 1 1前・後 2 1

1通 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前・後 2 1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 3 － 0 20 0 1 0 0 0 0 3

言
語

共
通
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
教
育

知
識
・
技
能
学
外
研
修

日本手話とろう文化

上級英語Ⅰ

上級英語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅰ

英語Ⅰ 教
養
教
育
科
目

言
語

英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

中国語Ⅰ 中国語Ⅰ

中国語Ⅱ 中国語Ⅱ

日本語Ⅰ 日本語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

フランス語Ⅳ

中国語Ⅲ

日本語Ⅱ 日本語Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

中国語Ⅳ

コリア語Ⅰ コリア語Ⅰ

コリア語Ⅱ コリア語Ⅱ

実用英語演習

ドイツ語とドイツ文化

フランス語とフランス文化

中国語と中国文化

小計（24科目） 小計（18科目）

キャリアデザイニングⅠ キ
ャ

リ
ア
教
育

キャリアデザイニングⅠ

キャリアデザイニングⅡ キャリアデザイニングⅡ

数学演習Ⅰ

キャリア・プロジェクト研究

地域活性化概論 地域活性化概論

数的リテラシー

数学演習Ⅱ

キャリアアップ数学

文章表現基礎

コリア語とコリア文化

知識・技能研究Ⅰ

知識・技能研究Ⅱ

小計（2科目）

小計（8科目） 小計（9科目）

国内実地研修Ⅰ 学
外
研
修

国内実地研修Ⅰ

国内実地研修Ⅱ 国内実地研修Ⅱ

海外実地研修 海外実地研修

海外語学研修Ⅰ 海外語学研修Ⅰ

海外語学研修Ⅱ

中国語学研修Ⅱ 中国語学研修Ⅱ

中国語学研修Ⅲ 中国語学研修Ⅲ

中国語学研修Ⅳ 中国語学研修Ⅳ

海外語学研修Ⅱ

海外語学研修Ⅲ 海外語学研修Ⅲ

海外語学研修Ⅳ 海外語学研修Ⅳ

中国語学研修Ⅰ 中国語学研修Ⅰ

小計（11科目） 小計（11科目）
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手

必

修

選

択
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授

准
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授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 2 3後 2 2

3後 2 2 3前 2 2

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 3 － 0 8 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

4前 2 2 4前 2 2

4後 2 2 4後 2 2

3前 2 1 2 3前 2 2

3後 2 1 2 3後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 2 1 2後 2 1 2

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3後 2 2 1 3後 2 2 1

1・2・3・4前・後 4 1 1前・後 4 1

1・2・3・4前・後 4 1 1前・後 4 1

－ 0 32 0 0 2 2 0 0 5 － 0 32 0 0 3 2 0 0 7

1前 2 2 1 1 1前 2 1 2 1

1後 2 2 1 1 1後 2 2 1 1

2前 2 1 1 2 2前 2 1 3

2後 2 4 2 3 2後 2 3 2 4

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 2 1前 2 1 2

2・3後 2 1 1 1 2後 2 1 2

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 1 1 2後 2 1 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3前 2 4 2 3 3前 2 3 2 4

3後 2 4 2 3 3後 2 3 2 4

4前 2 4 2 3 4前 2 3 2 3

4後 2 4 2 3 4後 2 3 2 3

3前・後 2 1 3前・後 2

4通 4 4 2 3 4通 4 3 2 3

－ 18 36 0 4 2 3 0 0 6 － 18 36 0 3 3 5 0 0 5

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1 1

1前 2 1 1 1前 2 1 2

1後 2 1 1後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

4前 2 1 4後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 2 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 44 0 3 1 0 0 0 5 － 0 44 0 3 1 0 0 0 7

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

学
科
基
幹
科
目

日
本
語
・
日
本
文
学

専
門
教
育
科
目

キャリアマネジメントⅠ 学
部
共
通
科
目

キャリアマネジメントⅠ

キャリアマネジメントⅡ キャリアマネジメントⅡ

キャリアゼミ キャリアゼミ

キャリアゼミ実践演習 キャリアゼミ実践演習

小計（4科目） 小計（4科目）

専
門
教
育
科
目

日本語教育学概論Ⅰ 学
科
共
通
科
目

日本語教育学概論Ⅰ

日本語教育学概論Ⅱ 日本語教育学概論Ⅱ

日本語教育実習指導及び実習A

旅行産業基礎 旅行産業基礎

国内旅行実務Ⅰ 国内旅行実務Ⅰ

国内旅行実務Ⅱ 国内旅行実務Ⅱ

日本語教育実習指導及び実習A

日本語教育実習指導及び実習B 日本語教育実習指導及び実習B

地域における多文化共生Ⅰ 地域における多文化共生Ⅰ

地域における多文化共生Ⅱ 地域における多文化共生Ⅱ

グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅠ

グローバルスタディーズⅡ グローバルスタディーズⅡ

小計（14科目） 小計（14科目）

地域・文化発信演習 地域・文化発信演習

地域観光演習Ⅰ 地域観光演習Ⅰ

地域観光演習Ⅱ 地域観光演習Ⅱ

日本文化論Ⅰ 日本文化論Ⅰ

日本文化論Ⅱ 日本文化論Ⅱ

講読Ⅰ（日本語学） 講読Ⅰ（日本語学）

日本学表現演習Ⅰ 日本学表現演習Ⅰ

日本学表現演習Ⅱ 日本学表現演習Ⅱ

日本学基礎演習Ⅰ 日本学基礎演習Ⅰ

日本学基礎演習Ⅱ 日本学基礎演習Ⅱ

講読Ⅴ（メディア文化） 講読Ⅴ（メディア文化）

講読Ⅵ（現代文化） 講読Ⅵ（現代文化）

講読Ⅶ（和食文化） 講読Ⅶ（和食文化）

講読Ⅱ（近現代文学） 講読Ⅱ（近現代文学）

講読Ⅲ（古典文学） 講読Ⅲ（古典文学）

講読Ⅳ（日本文化） 講読Ⅳ（日本文化）

視覚メディア演習Ⅰ 視覚メディア演習Ⅰ

視覚メディア演習Ⅱ 視覚メディア演習Ⅱ

視覚メディア演習Ⅲ 視覚メディア演習Ⅲ

講読Ⅷ（文学と文化） 講読Ⅷ（文学と文化）

パフォーマンス実践演習 パフォーマンス実践演習

日本学インターンシップ演習 日本学インターンシップ演習

学
科
基
幹
科
目

専門演習Ⅲ 専門演習Ⅲ

専門演習Ⅳ 専門演習Ⅳ

日本学特殊講義 日本学特殊講義（未開講）

視覚メディア演習Ⅳ 視覚メディア演習Ⅳ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

日本語学Ⅱ 日本語学Ⅱ

日本語史 日本語史

日本語文法Ⅰ（現代） 日本語文法Ⅰ（現代）

卒業研究 卒業研究

小計（26科目） 小計（26科目）

日本語学Ⅰ 日本語学Ⅰ日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー

ス

日本文学史Ⅰ（近現代） 日本文学史Ⅰ（近現代）

日本文学史Ⅱ（古典） 日本文学史Ⅱ（古典）

古典Ⅰ（日本） 古典Ⅰ（日本）

日本語文法Ⅱ（古典） 日本語文法Ⅱ（古典）

日本文学論Ⅰ（近現代） 日本文学論Ⅰ（近現代）

日本文学論Ⅱ（古典） 日本文学論Ⅱ（古典）

漢文学 漢文学

書道Ａ 書道Ａ

書道Ｂ 書道Ｂ

古典Ⅱ（中国） 古典Ⅱ（中国）

現代日本文学研究 現代日本文学研究

創作論 創作論

書道史Ⅱ 書道史Ⅱ

書論・鑑賞Ⅰ 書論・鑑賞Ⅰ

書論・鑑賞Ⅱ 書論・鑑賞Ⅱ

書道Ｃ 書道Ｃ

書道Ｄ 書道Ｄ

書道史Ⅰ 書道史Ⅰ

小計（22科目） 小計（22科目）
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2前 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

3後 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 26 0 1 2 1 0 0 3 － 0 26 0 0 2 2 0 0 3

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3・4後 2 1 3・4後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 1 1 1 3後 1 2

4前 1 1 1 4前 1 2

4後 1 1 1 4後 1 2

3後 2 1 3後 2 1

－ 0 47 0 1 0 1 0 0 14 － 0 47 0 0 0 1 0 0 14

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 2 2後 2 1

3前 2 2 3前 2 2

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

－ 0 24 0 0 0 2 0 0 5 － 0 28 0 0 1 3 0 0 5

- 32 347 0 5 2 4 0 0 94 - 30 356 0 3 3 6 0 0 104

日
本
語
教
育

伝
統
文
化
・
観
光

現
代
文
化
（

和
食
）

専
門
教
育
科
目

卒業要件及び履修方法

国語教育研究 国語教育研究

国語教材研究論Ⅰ（近現代） 国語教材研究論Ⅰ（近現代）

国語教材研究論Ⅱ（古典） 国語教材研究論Ⅱ（古典）

国語教育論Ａ 国語教育論Ａ

国語教育論Ｂ 国語教育論Ｂ

国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
コ
ー

ス

専
門
教
育
科
目

日本語教育論Ⅰ 日本語教育論Ⅰ

日本語教育論Ⅱ 日本語教育論Ⅱ

言語学概論 言語学概論

国語教材研究論Ⅲ（漢文） 国語教材研究論Ⅲ（漢文）

板書法 板書法

国語教育実践 国語教育実践

日本文化史Ⅰ 日本文化史Ⅰ

日本文化史Ⅱ 日本文化史Ⅱ

仏教と日本文化 仏教と日本文化

日本語教授法Ⅰ 日本語教授法Ⅰ

日本語教授法Ⅱ 日本語教授法Ⅱ

小計（13科目） 小計（13科目）

伝
統
文
化
・
観
光
コ
ー

ス

観光社会学 観光社会学

観光データ分析 観光データ分析

日本の世界遺産 日本の世界遺産

地域文化 地域文化

日本の民俗 日本の民俗

観光学概論 観光学概論

日中比較文化論 日中比較文化論

生涯学習概論 生涯学習概論

博物館概論 博物館概論

アジア文化概説 アジア文化概説

異文化理解 異文化理解

日中交流史 日中交流史

博物館経営論 博物館経営論

博物館資料保存論 博物館資料保存論

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論

博物館展示論 博物館展示論

博物館資料論 博物館資料論

博物館教育論 博物館教育論

考古学 考古学

小計（25科目） 小計（25科目）

サブカルチャー論 サブカルチャー論

博物館実習Ａ 博物館実習Ａ

博物館実習Ｂ 博物館実習Ｂ

博物館実習Ｃ 博物館実習Ｃ

現
代
文
化
（

和
食
）

コ
ー

ス

日本のアニメーション 日本のアニメーション

視覚文化論 視覚文化論

聴覚文化論 聴覚文化論

現代アート論 現代アート論

ファンタジー文化論

日本のマンガ

郷土と食発信演習 郷土と食発信演習

現代食文化論 現代食文化論

情報文化論（メディアリテラシーを含む） 情報文化論（メディアリテラシーを含む）

食文化の基礎 食文化の基礎

郷土と食 郷土と食

郷土と食の実践 郷土と食の実践

卒業要件及び履修方法

基礎教育科目から必修科目6単位、
共通教育科目から必修科目8単位、「情報処理演習Ⅰ」または「情報処理演習Ⅱ」から2単位、「英語Ⅲ・Ⅳ」
「上級英語Ⅰ・Ⅱ」から2単位、「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中国語Ⅰ・Ⅱ」「日本語Ⅰ・Ⅱ」
から2単位を含み30単位、
専門教育科目から必修科目18単位、「日本文化論Ⅰ」または「日本文化論Ⅱ」から2単位、「講読Ⅰ（日本語
学）」「講読Ⅱ（近現代文学）」「講読Ⅲ（古典文学）」「講読Ⅳ（日本文化）」「講読Ⅴ（メディア文化）」
「講読Ⅵ（現代文化）」「講読Ⅶ（和食文化）」「講読Ⅷ（文学と文化）」から2科目4単位を含み88単位、
合計124単位以上を修得することを卒業の要件とする。

「日本語Ⅰ～Ⅳ」は、日本語を母語としない者のみ履修できる。

（履修科目の登録の上限：24単位（半年間））

教養教育科目から必修科目12単位、「情報処理演習Ⅰ」・「情報処理演習Ⅱ」・「コンピュータリテラ
シー」から2単位、「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」・「ドイツ語とドイツ文化」、「フランス語Ⅰ・Ⅱ」・「フランス
語とフランス文化」、「中国語Ⅰ・Ⅱ」・「中国語と中国語文化」、「コリア語Ⅰ・Ⅱ」「コリア語とコ
リア文化」、「日本語Ⅰ・Ⅱ」から2単位、「現代社会と人権Ⅰ・Ⅱ」から2単位を含み36単位、
専門教育科目から必修科目24単位、「日本文化論Ⅰ」または「日本文化論Ⅱ」から2単位、「講読Ⅰ（日本
語学）」「講読Ⅱ（近現代文学）」「講読Ⅲ（古典文学）」「講読Ⅳ（日本文化）」「講読Ⅴ（メディア
文化）」「講読Ⅵ（現代文化）」「講読Ⅶ（和食文化）」「講読Ⅷ（文学と文化）」から2科目4単位を含
み88単位、を含み88単位、
合計124単位以上を修得することを卒業の要件とする。

「日本語Ⅰ・Ⅱ」は、日本語を母語としない者のみ履修できる。

（履修科目の登録の上限：24単位（半年間））

現代メディア論 現代メディア論

小計（12科目） 小計（14科目）

合計（203科目） 合計（201科目）
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【令和６年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 1 1

1後 1 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

－ 6 0 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 2 2 2

1後 2 1 5

1前・後 2 5

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

2後 2 1

－ 4 10 0 3 2 5 0 0 8

2前 2 3

2前・後 2 2

1前 2 1

1後 2 1

1前・後 2 2

1前 2 1

2後 2 1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 7

2前 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1後 2 1

2後 2 1

1後 2 1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 6

1前・後 2 2

1後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2前 2 2

1前・後 2 3

1前 2 2

1前 2 2

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 10

1前 1 3

1後 1 3

1後 2 1

1前・後 2 2

1前・後 2 2

2前・後 2 1

1前・後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1前・後 2 1

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 13

1前 1 3

1後 1 3

2前 1 3

2後 1 3

2前 1 1

2後 1 1

1前 1 1

1後 1 1

1前 1 1

1後 1 1

1前 1 4

1後 1 4

1前 1 1

1後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 3

2後 1 3

2前 1 1

2後 1 1

－ 2 22 0 0 1 0 0 0 19

共
通
教
育
科
目

情
報
と
自
然
科
学

健
康
と
福
祉

言
語

基
礎
教
育
科
目

学
び
の
基
礎

こ
こ
ろ
と
思
想

社
会
と
文
化

聖徳太子概説

心理学Ⅰ

心理学Ⅱ

哲学入門

現代思想入門（未開講）

構造主義入門

小論文作成法

日本のビジネスマナーと文書

日中翻訳の理論と実践

共通教育特殊講義

小計（7科目）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

仏教実践演習

現代日本の文化と社会（未開講）

小計（6科目）

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ

プログラミング

情報システム

小計（7科目）

現代社会と仏教

日本国憲法

法学入門

政治学

仏教芸術入門

スポーツⅡ

体育講義

社会福祉概論

社会福祉行政

児童福祉論

老人福祉論

データ収集分析

生命の科学

環境の科学

先端技術

小計（8科目）

スポーツⅠ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

上級英語Ⅰ

上級英語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

障害者福祉

レクリエーション論

手話コミュニケーション

小計（10科目）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅲ

フランス語Ⅳ

中国語Ⅲ

中国語Ⅳ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

コリア語Ⅰ

コリア語Ⅱ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

小計（24科目）

和の精神Ⅰ

和の精神Ⅱ

仏教概説

現代社会と人権

小計（4科目）

大学基礎演習Ⅰ

大学基礎演習Ⅱ

基礎文書作成
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前 2 2

1後 2 2

1前 2 2

1後 2 1

2前・後 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1 1

1前 2 6

－ 2 14 0 1 0 1 0 0 13

1・2・3・4通 2 1

1・2・3・4通 2 1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 1

1前・後 1 1

1前・後 1 1

1前・後 2 2

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

－ 0 20 0 1 0 0 0 0 4

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 2

3後 2 2

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 3

1前 2 1

1後 2 1

4前 2 2

4後 2 2

3前 2 1 2

3後 2 1 2

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2後 2 2 1

3前 2 2 1

3後 2 2 1

1・2・3・4前・後 4 1

1・2・3・4前・後 4 1

－ 0 32 0 0 2 2 0 0 7

1前 2 2 1 1

1後 2 2 1 1

2前 2 1 1 2

2後 2 4 2 3

1前 2 1 1

1後 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2前 2 1

1前 2 3

2・3後 2 1 1 1

2前 2 2

2後 2 1 1

3前 2 1 1

3後 2 1 1

3前 2 4 2 3

3後 2 4 2 3

4前 2 4 2 3

4後 2 4 2 3

3前・後 2 1

4通 4 4 2 3

－ 18 36 0 4 2 5 0 0 6

学
科
基
幹
科
目

専
門
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
教
育

知
識
・
技
能

学
外
研
修

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

キャリアデザイニングⅡ

数学演習Ⅰ

数学演習Ⅱ

キャリアアップ数学

文章表現基礎

キャリア・プロジェクト研究

キャリアデザイニングⅠ

国内実地研修Ⅱ

海外実地研修

海外語学研修Ⅰ

海外語学研修Ⅱ

海外語学研修Ⅲ

海外語学研修Ⅳ

地域活性化概論

小計（8科目）

知識・技能研究Ⅰ

知識・技能研究Ⅱ

小計（2科目）

国内実地研修Ⅰ

キャリアマネジメントⅡ

キャリアゼミ

キャリアゼミ実践演習

小計（4科目）

日本語教育学概論Ⅰ

日本語教育学概論Ⅱ

中国語学研修Ⅰ

中国語学研修Ⅱ

中国語学研修Ⅲ

中国語学研修Ⅳ

小計（11科目）

キャリアマネジメントⅠ

国内旅行実務Ⅱ

地域・文化発信演習

地域観光演習Ⅰ

地域観光演習Ⅱ

グローバルスタディーズⅠ

グローバルスタディーズⅡ

日本語教育実習指導及び実習A

日本語教育実習指導及び実習B

地域における多文化共生Ⅰ

地域における多文化共生Ⅱ

旅行産業基礎

国内旅行実務Ⅰ

日本文化論Ⅱ

講読Ⅰ（日本語学）

講読Ⅱ（近現代文学）

講読Ⅲ（古典文学）

講読Ⅳ（日本文化）

講読Ⅴ（メディア文化）

小計（14科目）

日本学表現演習Ⅰ

日本学表現演習Ⅱ

日本学基礎演習Ⅰ

日本学基礎演習Ⅱ

日本文化論Ⅰ

視覚メディア演習Ⅱ

視覚メディア演習Ⅲ

視覚メディア演習Ⅳ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

講読Ⅵ（現代文化）

講読Ⅶ（和食文化）

講読Ⅷ（文学と文化）

パフォーマンス実践演習

日本学インターンシップ演習

視覚メディア演習Ⅰ

専門演習Ⅳ

日本学特殊講義

卒業研究

小計（26科目）
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1 1

1後 2 1

3前 2 1

4前 2 1

2前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

－ 0 44 0 3 1 0 0 0 5

2前 2 1

2後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

－ 0 26 0 1 2 1 0 0 3

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

3前 2 1

3前 2 1

1前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

3前 2 1

2後 2 1

3後 2 1

2後 2 1

3・4後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 1 1 1

4前 1 1 1

4後 1 1 1

3後 2 1

－ 0 47 0 1 0 1 0 0 14

2前 2 1

2前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 2

3前 2 2

3後 2 1

1後 2 1

2後 2 1

－ 0 24 0 0 0 3 0 0 5

- 32 347 0 5 2 5 0 0 103

日
本
語
・
日
本
文
学

国
語
教
育
・
日
本
語
教
育

伝
統
文
化
・
観
光

現
代
文
化
（

和
食
）

専
門
教
育
科
目

日本語史

日本語文法Ⅰ（現代）

日本語文法Ⅱ（古典）

日本文学論Ⅰ（近現代）

日本文学論Ⅱ（古典）

日本文学史Ⅰ（近現代）

日本語学Ⅰ

日本語学Ⅱ

書道Ａ

書道Ｂ

書道Ｃ

書道Ｄ

書道史Ⅰ

書道史Ⅱ

日本文学史Ⅱ（古典）

古典Ⅰ（日本）

古典Ⅱ（中国）

現代日本文学研究

創作論

漢文学

国語教材研究論Ⅰ（近現代）

国語教材研究論Ⅱ（古典）

国語教材研究論Ⅲ（漢文）

板書法

国語教育実践

日本語教育論Ⅰ

書論・鑑賞Ⅰ

書論・鑑賞Ⅱ

小計（22科目）

国語教育論Ａ

国語教育論Ｂ

国語教育研究

日本文化史Ⅱ

仏教と日本文化

地域文化

日本の民俗

観光学概論

観光社会学

日本語教育論Ⅱ

言語学概論

日本語教授法Ⅰ

日本語教授法Ⅱ

小計（13科目）

日本文化史Ⅰ

博物館資料論

博物館教育論

博物館経営論

観光データ分析

日本の世界遺産

アジア文化概説

異文化理解

日中交流史

日中比較文化論

現代メディア論

小計（12科目）

合計（203科目）

食文化の基礎

郷土と食

郷土と食の実践

郷土と食発信演習

現代食文化論

情報文化論（メディアリテラシーを含む）

小計（25科目）

サブカルチャー論

現代アート論

日本のアニメーション

視覚文化論

聴覚文化論

博物館資料保存論

博物館情報・メディア論

博物館実習Ａ

博物館実習Ｂ

博物館実習Ｃ

考古学

生涯学習概論

博物館概論

博物館展示論
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(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

・ １ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

・ 不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

・ 専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。

その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。

基礎教育科目から必修科目6単位、
共通教育科目から必修科目8単位、「情報処理演習Ⅰ」または「情報処理演習Ⅱ」から2単位、「英語Ⅲ・Ⅳ」「上級英語Ⅰ・
Ⅱ」から2単位、「ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中国語Ⅰ・Ⅱ」「日本語Ⅰ・Ⅱ」から2単位を含み30単位、
専門教育科目から必修科目18単位、「日本文化論Ⅰ」または「日本文化論Ⅱ」から2単位、「講読Ⅰ（日本語学）」「講読Ⅱ（近
現代文学）」「講読Ⅲ（古典文学）」「講読Ⅳ（日本文化）」「講読Ⅴ（メディア文化）」「講読Ⅵ（現代文化）」「講読Ⅶ（和食文
化）」「講読Ⅷ（文学と文化）」から2科目4単位を含み88単位、
合計124単位以上を修得することを卒業の要件とする。

「日本語Ⅰ～Ⅳ」は、日本語を母語としない者のみ履修できる。

（履修科目の登録の上限：24単位（半年間））

卒業要件及び履修方法

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）⼜は（旧）と追記してください。
　　　　　（例︓記載順）【認可時⼜は届出時】→【令和７年度】(新)→【令和６年度】(新)→【令和５年度】→【令和４年度】→【令和７年度】(旧)→【令和６年度】(旧)
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【令和６年度】

【令和７年度】

(注)・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

・教育内容の充実のため、「大学基礎演習Ⅱ」の専任教員等の配置数を准教授「1」から「0」、講師「4」から「5」に変更
・教育内容の充実のため、「基礎文書作成」の兼任・兼担の教員数を「1」から「5」に変更
・教育内容の充実のため、「情報処理演習Ⅰ」の兼任・兼担の教員数を「1」から「2」に変更
・担当者の負担を考慮し、「情報処理演習Ⅱ」の兼任・兼担の教員数を「2」から「1」に変更
・教育内容の充実のため、「生命の科学」の兼任・兼担の教員数を「1」から「3」に変更
・教育内容の充実のため、「環境の科学」の兼任・兼担の教員数を「1」から「2」に変更。なお、教育効果の向上を図るため、配当年次を「1後」から「1前」に変更
・教育内容の充実のため、「社会福祉概論」の兼任・兼担の教員数を「1」から「2」に変更
・教育内容の充実のため、「社会福祉行政」の兼任・兼担の教員数を「1」から「2」に変更
・教育内容の充実のため、「中国語Ⅰ」・「中国語Ⅱ」の兼任・兼担の教員数を「3」から「4」に変更
・教育内容の充実のため、「日本語Ⅰ」の教員を兼任・兼担「1」から准教授「1」に変更
・教育内容の充実のため、「キャリアデザイニングⅠ」の兼任・兼担の教員数を「1」から「2」に変更
・教育内容の充実のため、「数学演習Ⅰ」の兼任・兼担の教員数を「1」から「2」に変更
・教育内容の充実のため、「海外実地研修」の兼任・兼担の教員数を「1」から「2」に変更
・教育効果の向上を図るため、「海外語学研修Ⅰ」「海外語学研修Ⅱ」「海外語学研修Ⅲ」「海外語学研修Ⅳ」の配当年次を「1通」から「1前・後」に変更
・教育内容の充実のため、「中国語研修Ⅰ」「中国語研修Ⅱ」「中国語研修Ⅲ」「中国語研修Ⅳ」の教員を兼任・兼担「1」から教授「1」に変更。なお、教育効果の向上を図るため、配当年次を
「1後」から「1前・後」に変更
・教育内容の充実のため、「日本語教育学概論Ⅰ」「日本語教育学概論Ⅱ」の教員を准教授「1」から兼任・兼担「1」に変更
・教育内容の充実のため、「日本文化論Ⅰ」の専任教員等の配置教員数に講師「1」を追加
・教育内容の充実のため、「パフォーマンス実践演習」の専任教員等の配置数を講師「2」から「3」に変更
・担当者の負担を考慮し、「書道A」「書道B」の兼任・兼担の教員数を「2」から「1」に変更
・教育内容の充実のため、「食文化の基礎」の兼任・兼担の教員数を「1」から専任講師「1」に変更

・「認可時又は届出時」に教養教育科目教養科目について、令和7年度の基礎教育科目・共通教育科目から教養教育科目へ統合する全学的なカリキュラムの変更により、一部の科目群で新規科目追
加、名称変更等が生じているが、設置計画からの大幅な変更はない。また、「認可時又は届出時」に記載した科目の内、「令和7年度」欄に記載のない科目については、令和6年度入学者用に
授業を開講している。

・全学的な教養教育カリキュラムの変更により教養教育科目に新規科目を追加（26科目）。
「コンピュータリテラシー」「日本語リテラシー（基礎）」「日本語リテラシー（応用）」「数理入門Ⅰ」「数理入門Ⅱ」「現代思想Ⅰ」「現代思想Ⅱ」「仏教文化入門」
「現代社会と人権Ⅰ」「ジェンダーの社会学」「プログラミング演習」「ＡⅠ入門」「情報デザイン」「Webデザイン演習」「実用英語演習」「ドイツ語とドイツ文化」
「フランス語とフランス文化」「中国語と中国文化」「コリア語とコリア文化」「日本手話とろう文化」「数的リテラシー」「産業・企業研究」「地域活性化実践演習Ⅰ」
「地域活性化実践演習Ⅱ」「地域活性化実践演習Ⅲ」「地域歴史文化演習」

・全学的な教養教育カリキュラムの変更により教養教育科目の科目群を変更
「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」「仏教概説」「和の精神Ⅰ」「和の精神Ⅱ」

・教員の退職に伴い、以下の専門科目の配置教員数を変更（13科目）
「国語教育論A」「国語教育論B」「国語教育研究」「国語教材研究論Ⅰ（近現代）」「国語教育実践」「日本文化論Ⅰ」「日本学基礎演習Ⅰ」「日本学基礎演習Ⅱ」「専門演習Ⅰ」
「専門演習Ⅱ」「専門演習Ⅲ」「専門演習Ⅳ」「卒業研究」

・教育的効果を考慮し、以下の教養教育科目、専門科目の配置教員数を変更（47科目）
「大学基礎演習Ⅰ」「大学基礎演習Ⅱ」「聖徳太子概説」「現代社会と仏教」「日本国憲法」「データ収集分析」「環境の科学」「スポーツⅠ」「スポーツⅡ」「児童福祉論」
「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「中国語Ⅰ」「中国語Ⅱ」「日本語Ⅰ」「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」「キャリアデザイニングⅡ」「地域活性化概論」「海外実地研修」
「地域における多文化共生Ⅰ」「地域における多文化共生Ⅱ」「地域・文化発信演習」「日本学表現演習Ⅰ」
「講読Ⅳ（日本文化）」「講読Ⅶ（和食文化）」「パフォーマンス実践演習」「日本学インターンシップ演習」「専門演習Ⅲ」「専門演習Ⅳ」
「卒業研究」「日本文法Ⅱ（古典）」「国語教材研究論Ⅱ（古典）」「日本語教育論Ⅰ」「日本語教育論Ⅱ」「日本文化史Ⅰ」「日本文化史Ⅱ」「地域文化」「異文化理解」
「博物館概論」「博物館資料論」「博物館実習Ａ」「博物館実習Ｂ」「博物館実習Ｃ」「考古学」「日本のアニメーション」「郷土と食」「郷土と食の実践」

・教育課程充実を目的とし、以下の科目を専門教育科目の新規科目として追加
「ファンタジー文化論」「日本のマンガ」

・教育的効果の向上を目的とし、以下の教養教育科目、専門科目の配当年次を変更（19科目）
「体育講義」「コリア語Ⅰ」「コリア語Ⅱ」「キャリアゼミ」「キャリアゼミ実践演習」「グローバルスタディーズⅠ」「グローバルスタディーズⅡ」「講読Ⅶ（和食文化）」
「日本学インターンシップ演習」「創作論」「国語教育論A」「国語教育論B」「国語教育研究」「国語教材研究論Ⅰ（近現代）」「国語教材研究論Ⅱ（古典）」「板書法」
「国語教育実践」「言語学概論」「現代メディア論」

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

2
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

2

年 人 年次 人 年度 年度

人

文学部 - 令和6

　日本学科 4 100 0 200 学士
（文学）

- 令和6

国際コミュニケーション学科 4 90 0 180 学士
（文学）

- 令和6

人文社会学部 - 昭和42

　日本学科 4 - - 200
学士

（人文社会
学）

- - - 平成24 令和６年度入学生より学生募集停止

　国際キャリア学科 4 - - 180
学士

（人文社会
学）

- 平成24 令和６年度入学生より学生募集停止

社会学部 - 昭和42

　社会学科 4 160 0 640 学士
（社会学）

- 昭和61

　人間福祉学科 4 70 0 280 学士
（社会学）

- 平成18

教育学部 - 平成20

　教育学科 4 260 10 1,020 学士
（教育学）

- 平成20 令和６年度から入学定員変更（240→260）

経営学部 - 平成20

　経営学科 4 160 0 640 学士
（経営学）

- 平成20

看護学部 令和７ 令和元

　看護学科 4 100 0 340 学士
（看護学）

令和７ 令和元 令和７年度から入学定員変更（80→100）

大学全体 4 940
３年次

10
3,680 - - -

備　　考

倍 倍

４　既設大学等の状況

四天王寺大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

-

収容定員
充足率

（控除後）

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

所在地

-

同上

- - 同上

-

0.91 - 大阪府羽曳野市学園前三丁目２－１

0.64 - 同上

-

1.11 1.10 同上

1.04 1.02 同上

0.69 - 同上

-

1.16 1.15 同上

-

1.19 1.19 同上

1.01 1.00 同上
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

1
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

保育科 2 40 - 160
短期大学士
（ 保育学） 令和7 昭和42  令和７年度から入学定員変更（120→40）

ライフデザイン学科 2 40 - 140
短期大学士

（ ライフデザ
イン学科学）

令和7 平成13  令和７年度から入学定員変更（100→40）

短期大学全体 2 80 - 300 - - -

・「収容定員充⾜率」には、報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記⼊してください。

・「収容定員充⾜率（控除後）」には、「収容定員充⾜率」が1.00倍を超える場合、「⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準」
第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適⽤した場合の控除及び適⽤後の「収容定員充⾜率」を記⼊してください。
なお、「収容定員充⾜率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適⽤がない場合には、「－」としてください。

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

所在地 備考

倍 倍

四天王寺大学短期大学部

0.89 - 同上

0.59 - 大阪府羽曳野市学園前三丁目２－１

　　　　（短期⼤学、⾼等専⾨学校にあっては学科等）の報告年度の５⽉１⽇現在の状況を記⼊してください。（⼤学院、専攻科及び別科を除く）。
        なお、本調査の対象となっている⼤学等の設置者が設置している他の⼤学等の状況については、記⼊する必要はありません。

・記載項⽬以外、保護をかけています。不要な⾏は、「⾮表⽰」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、
「収容定員充⾜率」が0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科数を記⼊する項⽬を「－」とした上で、「⾮表⽰」設定としてください。
・学部の学科等、「⼊学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記⼊してください。
※「⼊学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に⼊学定員を定めている場合を含めます。

0.73 -

(注)・本調査の対象となっている⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校（以下「⼤学等」という。）について、既に設置している学部等

・「備考」の欄については、学年進⾏中の⼊学定員の増減や学⽣募集停⽌など、収容定員に影響のある情報を記⼊してください。
・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、⽂字サイズ変更を⾏ってください。
詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作⽅法を案内していますのでご参照ください。

履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記載してください。
算出に当たっては、「⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（令和８年度開設⽤）Ⅳ.33収容定員の充⾜状況」をご確認ください。

・「収容定員充⾜率（控除後含む）」は、⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。
また、0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

・ また、担当予定であった科⽬の後任補充の状況について、各科⽬ごとに状況を以下「①」〜「③」から選択し、
「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。
・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科⽬廃⽌など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

(注)・　⼀度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記⼊してください。
・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、⾚字にて記⼊するとともに、「辞任等の理由」
に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記⼊してください。

0 自由 0

計 16 科目 計 8 計 8

1 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 0

6 必修 0 必修 0

選択 10 科目 選択 2

必修 6 科目 必修

選択 8 選択 0

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 博物館実習Ｂ ②

選択 博物館実習Ｃ ②

選択 博物館資料論 ②

選択 博物館実習Ａ ②

専門演習Ⅰ ①

必修 専門演習Ⅱ ①

選択 日本文化史Ⅱ ②

選択 博物館概論 ②

選択 卒業研究 ①

選択 日本文化史Ⅰ ②

１ 教授 南谷　美保 R7.4

必修 日本学基礎演習Ⅰ ①

R6.3.31付け　一身上の都合により辞任（７）

必修 日本学基礎演習Ⅱ ①

選択 日本文化論Ⅰ ①

選択 講読Ⅳ（日本文化） ②

必修 専門演習Ⅲ ①

必修 専門演習Ⅳ ①

必修

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記⼊してください。
・ また、担当予定であった科⽬の後任補充の状況について、各科⽬ごとに状況を以下「①」〜「③」から選択し、
「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。
・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科⽬廃⽌など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

辞任等の理由

・ 「就任辞退（未就任）」とは、認可⼜は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。
就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記⼊してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、⾚字にて記⼊するとともに、

自由

計 0 科目 計 0 計 0

0 人
自由 0 科目 自由 自由

計 0

(注)・　認可時⼜は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記⼊してください。

必修 必修

選択 0 科目 選択

必修 0 科目 必修

選択 選択

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

（３） 専任教員辞任等の理由

（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

(注)・（３）－①、（３）－②で⾚字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。
・ 令和７年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科⽬廃⽌など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

専任教員の交代に係っては日本学科の適切な科目運営の実施のために、専任教員および、兼担・兼任教員による適切な補充担当配置を行
なった。
学生に対しては、シラバスや時間割表等で丁寧に周知を行なった。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学⽣の履修等への影響に関する⼤学の所⾒、学⽣への周知⽅法、今後の⽅針などを可能な限り具体的に記⼊し

計 0

(注)・　定年により退職した全ての専任教員について、記⼊してください。
・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、⾚字にて記⼊するとともに、「辞任等の理由」
に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記⼊してください。

1 人

計 5 科目 計 5 計 0

・ また、担当予定であった科⽬の後任補充の状況について、各科⽬ごとに状況を以下「①」〜「③」から選択し、
「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0選択 5 科目 選択 5

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

R6.3.31付け70歳で定年退職（７）

選択 国語教育論Ｂ ①

選択 国語教育研究 ①

選択 国語教材研究論Ⅰ（近現代） ①

１ 教授 松山　雅子

選択 国語教育論Ａ ①

選択 国語教育実践 ①

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　（３）－⑤　令和６年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

1 人

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
1

= 9.09 ％
11

1 人

計 16 科目 計 8 計 8 計 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

6 必修 0 必修 0

選択 8 選択 0選択 10 科目 選択 2

必修 6 科目 必修

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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